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8 第 1章 BCCWJの基本理念と構成
なお，可変長サンプルは，3つの SCの全てに対して提供される。一方，固定長サンプルは，





おける内部構成のうち，標本調査という性格を特に強く持つのは，出版 SC・図書館 SCの 2つ
である。これらについては，母集団の数量的な定義，抽出枠・抽出方法の決定，母集団のリス
ト化，サンプリングの基準と手順などが，コーパスデザインの段階で厳密に設計されている。
そこで以下では，出版 SC・図書館 SC におけるサンプリングの設計について示す。
2.1 基本方針




調査対象：現代日本語の書き言葉を対象とする。特に，出版 SCでは 2001年から 2005










図 2.1: 出版 SC・図書館 SCにおけるサンプリングの基本方針
以下，各項目について詳しく述べる。







































































たNDCの 1 桁目による 10分類，およびNDCが付与されていない場合（「記録なし」）の，合
計 11種類に層別した。発行年については，出版 SCでは，2001年から 2005 年までの 5年間
によって 5層に，図書館 SCでは，1986年から 2005年までの 20年間によって 20層に，それ
ぞれ層別した。
表 2.1: NDCによる書籍の 11分類
0. 総記 2. 歴史 4. 自然科学 6. 産業 8. 言語 n. 記録なし





2005年までの 5年間によって 5 層に層別した。
表 2.2: 『雑誌新聞総かたろぐ』による雑誌の 6分類
1. 総合 3. 政治・経済・商業 5. 工業















メディア・SC 抽出枠 (1) 抽出枠 (2) 合計層数
書籍（出版 SC） 11分類 5分類 55層
雑誌（出版 SC） 6分類 5分類 30層
新聞（出版 SC） 3分類 5分類 15層
書籍（図書館 SC） 11分類 20分類 220層












14 第 2章 出版 SC・図書館 SCのサンプリングの設計
表 2.5: 推計総文字数の分布（出版 SC）
層 総文字数 構成比
書 0.総記 1,636,414,548 2.50%










書籍 小計 48,539,925,351 74.14%
雑 1.総合 7,421,447,806 11.34%






雑誌 小計 10,515,681,634 16.07%
新 全国紙 2,417,622,461 3.69%
聞 ブロック紙 1,296,592,154 1.98%
地方紙 2,701,855,499 4.13%
新聞 小計 6,416,070,114 9.80%
合計 65,471,677,100 100%
表 2.6: 推計総文字数の分布（図書館 SC）
層 総文字数 構成比
0. 総記 1,003,528,880 2.01%
1. 哲学 2,343,849,711 4.90%
2. 歴史 5,010,749,621 10.47%
3. 社会科学 8,946,058,392 18.69%
4. 自然科学 3,028,276,363 6.33%
5. 技術工学 3,149,144,051 6.58%
6. 産業 1,690,150,481 3.53%
7. 芸術 4,057,291,256 8.47%
8. 言語 956,625,910 2.00%
9. 文学 15,485,091,056 32.34%














































出版 SCと図書館 SCから抽出されるサンプル数を，表 2.7，2.8に示す。
表 2.7: サンプル構成比（出版 SC）
層 構成比 サンプル数











書籍 小計 74.14% 12,604







雑誌 小計 16.06% 2,730
新聞 全国紙 3.69% 628
ブロック紙 1.98% 337
地方紙 4.13% 702
新聞 小計 9.80% 1,666
合計 100% 17,000
表 2.8: サンプル構成比（図書館 SC）
層 構成比 サンプル数
0. 総記 2.01% 264
1. 哲学 4.90% 617
2. 歴史 10.47% 1,319
3. 社会科学 18.69% 2,355
4. 自然科学 6.33% 797
5. 技術工学 6.58% 829
6. 産業 3.53% 445
7. 芸術 8.47% 1,068
8. 言語 2.00% 252
9. 文学 32.34% 4,077































































































































24 第 3章 書籍の構造とサンプリングの原理






















































































































































28 第 3章 書籍の構造とサンプリングの原理
第 0層： 物理的実体 
書籍の物理的な実体そのもの
ケース，カバー，表紙，綴じ込まれたポスターや葉書，添付の CD-ROMなど
第 1層： 原紙面 
紙面上に印刷されたすべての内容
広告，口絵，標題紙，献辞，目次，凡例，ノンブル，柱，付録，索引，奥付など
第 2層： 印刷された実質的な内容部分 
伝達される主たる内容部分
フィギュア本体（写真，イラスト，漫画，図解，グラフなど）






第 5層： カウント対象文字種 
サンプルを構成する対象となる文字種
ルビ，注番号，抹消文字，グロス
第 6層： カウント対象要素 
サンプルに含まれる文字数のカウント対象となる要素
見出し，本文，注，キャプション（のカウント対象文字種）
       
図 3.2: 書籍の階層的な成立に関わる要素







































(1) 第 0層から第 3層までに位置づけられる要素は，サンプルの範囲から排除する。
















































































































































て指定されることがある。この場合，第 2章全体が 1万字以内であれば，第 3章全体が可変長
















3.4. 書籍の構造 (3) | 同一著者の執筆範囲，および完結性 35
 
 第 3章がある著者による個別の著作であり，かつ 1万字以内である。
→ 理想範囲「完全」，完結構造「完結」
 第 3章より上の範囲が同一著者の同一著作であり，第 3章全体が 1万字以内に収ま
る。
→ 理想範囲「不完全」，完結構造「完結」
 第 3章より上の範囲が同一著者の同一著作であり，第 3章全体は 1万字を超える。
サンプル抽出基準点が第 3章の章見出しにあり，第 3章第 1節が 1万字以内に収ま
る。
→ 理想範囲「不完全」，完結構造「一部完結」
 第 3章より上の範囲が同一著者の同一著作であり，第 3章全体は 1万字を超える。
その下には論理的なまとまりがない。


















































































































ち前者については，第 3.3節で，書籍を構成する諸要素が「第 0層」から「第 6層」に渡って
分布することを見た。また後者については，「サンプル構成要素の排除と取得に関する原則」と





























































































46 第 4章 可変長サンプルの抽出



















図 4.20: 分岐型フローチャート その 1








図 4.22: 直線型フローチャート その 1
図 4.23: 直線型フローチャート その 2















列見出しを備えた 2列の表，もしくは 3列以上の表 「表」の典型である，「行列見出しを備
えた表」に近く，ほぼ「表」と認めているのは，「行列見出し」のうち，少なくとも「列見出し
を備えた 2列」のもの（図 4.25）である。また，「3列以上」であるもの（図 4.26）も便宜的に
「表」と認めている。以上のものは，少なくとも「列見出し」を備えているということで，あ
るいは，少なくとも「3列」はあるということで，図式化された「表」であると考える。

















































56 第 4章 可変長サンプルの抽出





























図 4.32: 列見出しを備えない 2列：右列数値
「実質一方向に読み進められるもの」 表に関わる記述の最後に，「表」と認定しない「一方向
に読み進められるもの」の例を補足するものとして，実質そうであるものについて説明する。








58 第 4章 可変長サンプルの抽出
 
日本十進分類法（NDC）の 1次区分
「0 総記」 「1 哲学」 「2 歴史」 「3 社会科学」 「4 自然科学」

























































62 第 4章 可変長サンプルの抽出









































一方，次の図 4.47は，コラムが「I章 2 節 (1)」の本文途中に挿入されているものである。
挿入箇所では道なりには入力しがたいため，「I章」「2 節」「(1)」のうちいずれかの章節末での


























































成する文字が 1次元に配列されているということである。すなわち，出版 SCでは 1文字目か






















































































ローマ数字の場合，1から 10までの数「I」「 II 」「 III」「 IV / IIII」「V」「 VI」「 VII」「VIII」「 IX」
「X」），あるいは一定数を表わす数（「L」「C」「D」「M」）は，すべて 1文字分としてカウン
トする。11以上の数字（「 XI」「 XII」...）は，それを構成する 2文字以上を開いた形でカウン
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